学習関係について

フィジー実習は、ひとつの分野の理解を深めるのではなく、土地や自然、風土や気候と人間生活、伝統文化や国際理解、コミュニケーションツールとしての語学学習といった、さまざまな面から学習を進めるところに特徴があります。

　フィジーでの実習で必要な、具体的な知識や機器の操作については、８月に予定している事前学習で指導します。また、帰国後にも事後学習会でまとめを行います。

　USP（南太平洋大学）の教員・学生と共同での作業やプレゼンテーションがあるので、まず語学の面で準備をしておくことを勧めます。LL教室などを利用して、リスニングを訓練しておくとよいでしょう。また、自分の説明したいことをうまく伝える、プレゼンテーションの練習も重要です。これらは関係する講義を受講している場合はそこで練習してください。事前学習会でも練習しますが、各自でも努力してください。

　フィジー諸島を含む、南太平洋メラネシア地域について、あらかじめ歴史や文化、社会や経済について、自主的に学習を進めておくことを推奨します。必要な資料は図書館などにあるものの他、萩谷が現地で入手した文献もありますので、問い合わせてくれれば対応します。

　Webサイト（http://www.hagiya.org/fiji/）には、過去の実習の記録がほとんどすべて掲載されていますので、よく読んで参考にしてください。

　この実習は、学内だけでなく他大学や研究機関から、それぞれの分野のエキスパートの方に来ていただき、無報酬で指導していただいています。植生や生物関係の質問はそちらに対応してもらうことになりますが、失礼のないようにお願いします。

